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論 文 内 容 の 要 旨

乏血脳に対する脳血流回復に関する研究の一手段として,われわれは犬をもちいて中大脳動脈を線状体

動脈分岐部レベルで結索して乏血脳を作成した後,外節骨動脈を中大脳動脈の-主分枝に microsurgical

techniqueをもちいて吻合する新しい実験モデルを開発した｡ これら両動脈の口径比は 1.25:1ないし

1.5:1と理想的であった｡本論文においてその方法, および本モデルに付随する技術的な問題点につい

て述べた｡そしてまた,この実験モデルを用いて次の実験を行った｡

実験動物を中大脳動脈結染後ただちに吻合術を行った群 (CroupI,GroupI)と中大脳動脈結染後10

日目に吻合術を施行した群 (GroupⅢ)に分けた｡GroupIでは,主として吻合部の開存率を検索し,

GroupⅡおよび Ⅲにおいてほ,吻合術施行前後の中大脳動脈皮質枝血圧の変化,および中大脳動脈領域

の脳組織酸素圧の変化について100%酸素吸入時あるいは,95%酸素 ･5%炭酸ガス吸入時に測定した｡

吻合術後の中大脳動脈皮質枝血圧は有意の差をもって GroupⅠ の方が高く (p<0.05),脳組織酸素圧

もGroupIの100%酸素吸入後の測定値は, 吸入前値の386%にも上昇したが,GroupⅢではその上昇

は130%にとどまった｡

この後,吻合された外節骨動脈を結染すると GroupIにおいて中大脳動脈皮質枝内の血圧は急激に低

下したが,GroupⅢにおいてはその低下はあまり著明でなく, この両者間には有意の差が認められた

(p<0.001)｡脳組織酸素圧も GroupIで変動がみられ,100%酸素吸入で多少の上昇が認められたが,

GroupⅢでは,ほとんど変化しなかった｡ これらには中大脳動脈結染後かなり時間が経過した場合の毛

細血管の変性と側副血行路の発達が大きく関与しているように思われた｡

GroupIでは開存率の検索を行ったが,100%に開存しており,満足すべき結果を得た｡

われわれは本実験の結果を文献的に考察し,つぎのような結論を導き出した｡すなわち,脳血管閉塞後

ごく早期の乏血領域への血流の改善は脳機能の回復に好影響を与え, また器質的な損傷もminimum な

らしめるが,閉塞後長期間経過した場合,吻合術施行による血流の改善は側副血行路の高度の発達と脳毛
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細血管の機能不全のため供給された血液は有効に利用されず,また脳組織への酸素供給に関してはその効

果はあまり期待できない｡しかし脳血管閉塞による乏血のための神経脱落症状の回復に関しては,乏血部

境界部の機能代償能の存在も指摘されており,今後さらに検討されなければならない｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

乏血脱に対する脳血流回復に関する研究の一手段として,犬をもちいて中大脳動脈を線状体動脈分岐部

レベルで結数して乏血脳を作成した後,外節骨動脈を中大脳動脈枝に microsurgicaltechniqueを用いて

吻合する新しい実験モデルを開発した｡本論文においてはその方法,および本モデルに付随する技術的な

問題点について述べた｡そして,この実験モデルを用いて実験動物を中大脳動脈結裂後ただちに吻合術を

行った群 (GroupI,GroupⅡ)と, 中大脳動脈結染後10日日に吻合術を施行した群 (GroupⅢ)に分

け検討した｡GroupIでは主として吻合部の開存率を検索し,GroupIおよび Ⅲにおいてほ,吻合術施

行前後の中大脳動脈皮質枝潅流圧の変化,および中大脳動脈領域の脳組織酸素圧の変化について100%酸

素吸入時あるいは95%酸素 ･5%炭酸ガス吸入時に測定した｡その結果,吻合術後の中大脳動脈皮質枝血

圧は有意の差をもって Group‡の方が高く,脳組織酸素圧も100%酸素吸入後の脳組織酸素圧上昇も高

いこと, またその後吻合された外節骨動脈を結染すると GroupIの方が皮質枝内の血圧が急激に低下し

脳組織酸素圧の変動も大なることを見出した｡この結果,脳血管閉塞後ごく早期の乏血領域への血流の改

善は脳機能の回復に好影響を与えるが,閉塞後長期間経過した場合,高度脳浮腫と脳毛細血管の機能不全

のため供給された血液は有効に利用されず,また脳組織への酸素供給に関してはその効果はあまり期待で

きないことを見出した｡

以上の研究は頭蓋外一頭蓋内血管吻合術の適応,効果判定に寄与することが大きい｡

したがって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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